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(57)【要約】
本発明は、少なくとも１つのヒンジに固定される冷蔵装
置（２０）のドア（２１）を、少なくとも１つの別の単
軸または多軸ヒンジ（１３）に固定される家具本体（１
０）のドア（１１）と連結させるためのスライドドア取
付具に関し、家具本体の中に冷蔵装置（２０）が設置さ
れ、スライドドア取付具は、案内部材（３０）と、案内
部材（３０）により案内されるスライダ（４０）とを有
し、案内部材（３０）がドア（１１、２１）の一方に配
置可能であり、スライダ（４０）が他方のドア（２１、
１１）に配置可能である。このスライドドア取付具は、
スライダ（４０）と案内部材（３０）との間の相対運動
を少なくとも１つの所定の部分に渡って減衰するための
少なくとも１つの減衰装置（３５）を有することを特徴
とする。
【選択図】図３ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つのヒンジに固定される冷蔵装置（２０）のドア（２１）を、少なくとも
１つの別の単軸または多軸ヒンジ（１３）に固定される家具本体（１０）のドア（１１）
と連結させるためのスライドドア取付具であり、
前記家具本体の中に前記冷蔵装置（２０）が設置され、案内部材（３０）と、前記案内部
材（３０）により案内されるスライダ（４０）とを有するスライドドア取付具であって、
前記案内部材（３０）が、前記ドア（１１、２１）の一方に配置され、前記スライダ（４
０）が他方の前記ドア（２１、１１）に配置されるスライドドア取付具において、前記ス
ライダ（４０）と前記案内部材（３０）との間の相対運動を前記相対運動の少なくとも１
つの所定の部分に渡って減衰するための少なくとも１つの減衰装置（３５）を有すること
を特徴とする
スライドドア取付具。
【請求項２】
　前記スライダ（４０）が前記案内部材（３０）により滑り支承案内で案内される
請求項１に記載のスライドドア取付具。
【請求項３】
　前記案内部材（３０）の中または上に、あるいは前記スライダ（４０）の中または上に
、相互に隣接して配置される複数の減衰装置（３５）が設けられる
請求項１または２に記載のスライドドア取付具。
【請求項４】
　前記スライドドア取付具により連結される前記ドア（１１、２１）の開放および／また
は閉鎖時に荷重がかけられるよう配置される少なくとも１つの蓄力器を有する
先の請求項のいずれか一項に記載のスライドドア取付具。
【請求項５】
　少なくとも１つの蓄力器が、前記ドア（１１、２１）の特定の開閉角度から前記スライ
ダ（４０）に前記案内部材（３０）に対する力を加える
請求項４に記載のスライドドア取付具。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの蓄力器が、直接的または間接的に、前記少なくとも１つの減衰装
置（３５）に動作上接続するとともに前記減衰装置（３５）の減衰方向に力を及ぼす
請求項４または５に記載のスライドドア取付具。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの前記蓄力器と相互作用する少なくとも１つの搬送体（３８）を有
する
請求項４から６のいずれか一項に記載のスライドドア取付具。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの搬送体（３８）が制御部材により案内される
請求項７に記載のスライドドア取付具。
【請求項９】
　前記制御部材が前記案内部材（３０）の中または上に設けられており、前記少なくとも
１つの搬送体（３８）が、前記スライダ（４０）との相対運動の少なくとも１つの別の部
分に渡ってこれに係合している、または、前記制御部材が前記スライダ（４０）の中また
は上に設けられており、前記少なくとも１つの搬送体（３８）が、前記案内部材（３０）
との相対運動の前記少なくとも１つの別の部分に渡ってこれに係合している
請求項８に記載のスライドドア取付具。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの搬送体（３８）が、前記ドア（１１、２１）のいずれかの前面に
対してほぼ垂直の軸を中心に旋回可能であるように取り付けられる
請求項７から９のいずれか一項に記載のスライドドア取付具。
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【請求項１１】
　前記スライダ（４０）と前記案内部材（３０）との間の相対運動を減衰するための少な
くとも１つのさらなる減衰装置が設けられており、これが前記減衰装置（３５）の減衰方
向と反対方向の相対運動を減衰する
先の請求項のいずれか一項に記載のスライドドア取付具。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの減衰装置（３５）および／または前記少なくとも１つのさらなる
減衰装置が、シリンダとリフトロッド（３６）とを有し直線的に作動する装置である
先の請求項のいずれか一項に記載のスライドドア取付具。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの減衰装置（３５）および／または前記少なくとも１つのさらなる
減衰装置が回転式ダンパであり、前記スライダ（４０）が、少なくとも部分的に歯付きロ
ッドとして構成されるプッシュロッド（４１）を有する
先の請求項のいずれか一項に記載のスライドドア取付具。
【請求項１４】
　搬送プレート（４２）が、前記スライダ（４０）の一方の端部で旋回可能であるように
配置される
先の請求項のいずれか一項に記載のスライドドア取付具。
【請求項１５】
　前記スライダ（４０）が、柔軟であるとともに端部に搬送プレート（４２）が角度をな
して配置されるプッシュロッド（４１）を有する
先の請求項のいずれか一項に記載のスライドドア取付具。
【請求項１６】
　少なくとも１つの調節範囲のための少なくとも１つの調節装置を有する
先の請求項のいずれか一項に記載のスライドドア取付具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、少なくとも１つのヒンジで固定される冷蔵装置のドアを、少なくとも１つの
単軸または多軸のヒンジで固定され中に冷蔵装置が設置される家具本体のドアと連結する
ためのスライドドア取付具に関し、このスライドドア取付具は、案内部材と、案内部材に
より案内されるスライダとを有し、案内部材は一方のドアに配置され、スライダは他方の
ドアに配置される。
【０００２】
　家具の前面が均一である厨房を設計するためには、家具本体の中にさらにドアを有する
冷蔵装置を設置することが公知であり、その際両ドアは通常では異なる回転または旋回軸
を有する。　
　以下、冷蔵装置のドアについては「装置ドア」、家具本体のドアについては「家具ドア
」とする。　
　本発明の範囲では、「冷蔵装置」には、冷凍庫ならびに冷蔵装置と冷凍庫の組み合わせ
も含まれる。　
　さらに、装置ドアを有するその他のビルトイン式の家庭用電気器具、たとえば電子レン
ジ、食洗機、蒸し器やオーブン等と共にこの種のスライドドア取付具を使用することが可
能である。
【背景技術】
【０００３】
　より利便性の高い操作のため、両ドアは相互に連結されており、これにより装置ドアの
開閉は家具ドアを動かすことにより行われる。　
　この目的のために、たとえば特許文献１より２つのドアが相互にこれらの旋回運動の観
点で連結され、異なる回転または旋回軸によって生じる２つのドアのヒンジと反対側の縁
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部のずれが相殺されるスライドドア取付具が公知である。
【０００４】
　その他の厨房用家具のドアのように、このようなビルトイン式の冷蔵装置のドアに関し
ても、閉鎖の動作、そして選択的に開放動作も減衰させることが好ましい。　
　家具ドアの減衰は、ヒンジ内に組み込まれる減衰装置により行われることが多い。　
　組み込み式の減衰装置を有するヒンジは家具本体の内部に比較的大きく食い込み、家具
本体内における冷蔵装置用設置スペースが小さくなってしまうため、このようなヒンジは
ビルトイン式冷蔵装置用の家具本体のドアの場合には不都合である。
【０００５】
　家具本体内へのビルトイン式装置として適切な冷蔵装置および／または冷凍庫は、特許
文献２より公知である。　
　この装置では、減衰装置が冷蔵装置のドアに組み込まれている。　
　しかし、このような組み込み式の減衰装置がない冷蔵装置にも減衰性能を設けられるこ
とが好ましい。
【０００６】
　特許文献３からは、家具ドアと装置ドアとの間のスライドドア取付具に加えて配置され
る減衰装置が公知である。　
　しかし、この減衰装置を設置するには深さが必要であり、冷蔵装置ドアと家具ドアとの
間の隙間を約数ミリとわずかなものとするためには、冷蔵装置のドアに凹部を設けること
が必要となる。　
　したがって、この構成を普遍的に使用する、あるいは後付することが不可能となってし
まう。　
　さらに、追加的な減衰装置によって、家具本体に冷蔵装置を設置する際の取り付けの手
間が増加してしまう。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】欧州特許出願公開第０５６５９００（Ａ１）号明細書
【特許文献２】欧州特許出願公開第２３１４９６２（Ａ１）号明細書
【特許文献３】国際公開第２０１１／１０１３１９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の課題は、家具本体のドアおよび冷蔵装置のドアが相互に連結され、冷蔵装置に
特殊な設計をすることなく、また家具本体内における冷蔵装置用の設置スペースが減衰機
能により減少することなく、両ドアの動作の減衰が達成される家具本体内における冷蔵装
置の構造を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この課題は、まず独立請求項１の特徴を有するスライドドア取付具により解決される。
　
　このスライドドア取付具の有利な実施形態および改良は従属請求項の主題である。
【００１０】
　本発明に係る上述の種のスライドドア取付具は、スライダと案内部材との間の相対運動
を相対運動の少なくとも１つの所定の部分で減衰するための少なくとも１つの減衰装置を
有することを特徴とする。
【００１１】
　減衰装置をスライドドア取付具に組み込むことにより、２つのドアの連結において小型
な構造が提供され、同時に開放および／または閉鎖の動作の減衰も提供される。　
　このスライドドア取付具は、ドア連結用にのみ使用される公知の取付具と同様に、市販
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の冷蔵装置に普遍的に使用、または後付けされることが可能である。
【００１２】
　スライドドア取付具の好適な実施形態では、スライダは案内部材により滑り支承案内で
案内される。　
　これによりスライドドア取付具の簡単かつ費用効率の高い構造が可能になる。
【００１３】
　スライドドア取付具の別の好適な実施形態では、複数の減衰装置が設けられ、これらは
相互に隣接して案内部材内、または案内部材上、あるいはスライダ内、またはスライダ上
に配置される。　
　複数の減衰装置に減衰作動を配分することにより、最も平坦な減衰装置を使用すること
が可能になる。　
　相互に隣接して配置することによって、スライドドア取付具もこれに対応して設置高さ
が低く抑えられる。
【００１４】
　さらに別の好適な実施形態では、スライドドア取付具は、少なくとも１つの蓄力器を有
し、これはスライドドア取付具により連結されるドアの開放および／または閉鎖によって
荷重がかけられるよう配置されている。　
　この少なくとも１つの蓄力器は好適には、ドアの特定の開閉角度からスライダに案内部
材に対する力を加える。　
　さらに、この少なくとも１つの蓄力器は好適には少なくとも１つの減衰装置に直接的ま
たは間接的に動作上接続しており、減衰方向で減衰装置に力を加える。
【００１５】
　さらなる好適な実施形態では、スライドドア取付具は少なくとも１つの搬送体を有し、
これは少なくとも１つの蓄力器と協働する。　
　この場合、搬送体は制御部材により案内されることが可能であり、その際、制御部材が
案内部材内または案内部材上に設けられており、搬送体は相対運動の少なくとも一部分に
渡ってスライダと係合しているか、または制御部材はスライダ内またはスライダ上に設け
られており、搬送体は相対運動の少なくとも一部分に渡って案内部材と係合している。　
　少なくとも１つの搬送体は好適には、ドアのいずれか１つの前面に対してほぼ垂直であ
る軸線を中心に旋回可能に取り付けられる。
【００１６】
　ドアには自動閉鎖機能が設けられるか、またはドアの閉鎖動作は蓄力器により補助され
る。　
　これにより、冷蔵装置のドアの操作が簡単になり、装置の機能において重要である装置
ドアの閉鎖が確実に行われる。
【００１７】
　スライドドア取付具の別の好適な実施形態では、スライダと案内部材との間の相対運動
の減衰のための少なくとも１つのさらなる減衰装置が設けられ、これは減衰装置の減衰方
向と反対方向の相対運動を減衰する。　
　これにより、ドアは閉鎖動作の際にのみ減衰されるのでなく、最大開放角度までの開放
の際にも減衰される。　
　ヒンジの過剰な伸展やドアがたとえば壁等にぶつかることも回避することが可能である
。
【００１８】
　スライドドア取付具のさらに別の実施形態では、少なくとも１つの減衰装置および／ま
たは少なくとも１つのさらなる減衰装置は、シリンダとリフトロッドとを有し直線的に作
動する装置である。　
　別の好適な実施形態では、少なくとも１つの減衰装置および／またはさらなる減衰装置
は回転式ダンパであり、少なくとも部分的に歯付きロッドとして構成されるプッシュロッ
ドをスライダが有する。　
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　これらの構成ではいずれも、スライダの案内部材に対する直線的な移動動作の減衰が可
能である。　
　いずれの形態の構成でも減衰装置の平坦な構成が可能である。
【００１９】
　さらに別のスライドドア取付具の好適な実施形態では、スライダの一方の端部で旋回可
能であるように搬送プレートが配置されているか、または柔軟であるとともに端部に搬送
プレートが角度をなして配置されているプッシュロッドをスライダが有する。　
　装置ドアおよび家具ドアの２つのドアの異なる旋回軸のため、ドア開閉時にドアの自由
端部は相互に対しての移動動作を行うだけでなく、相互に対してわずかに旋回もする。　
　この旋回は、旋回可能な上述の搬送プレートまたは十分な長さを有する柔軟なプッシュ
ロッドにより可能になる。
【００２０】
　さらなる好適な実施形態では、スライドドア取付具は少なくとも１つの調節範囲用の少
なくとも１つの調節装置を有する。　
　このような調節装置は、実施形態に応じて、特には、減衰作動の大きさおよび／または
蓄力器の作動の大きさおよび／または減衰作動が開始するスライダと案内部材との間の相
対位置である。　
　連結されるドアの開閉速度および／または減衰および／または自動引き込み作動が開始
するドアの開閉角度もこのようにして個々の要件や冷蔵装置にそれぞれ適応されることが
可能である。
【００２１】
　図面を参照して本発明を例示的な実施形態に基づき以下に詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１ａ】ビルトイン式冷蔵装置および設置途中のスライドドア取付具を有する家具本体
の概略斜視図である。
【図１ｂ】図１ａの詳細な図である。
【図２ａ】図１ａに示されるビルトイン式冷蔵装置を有する家具本体のスライドドア取付
具が完全に設置された状態の図である。
【図２ｂ】図２ａの詳細な図である。
【図３ａ】カバーが取り外された状態のスライドドア取付具の上面図である。
【図３ｂ】図３ａに対してスライダが異なる位置にあり、カバーが取り外された状態のス
ライドドア取付具の上面図である。
【図３ｃ】図３ａ，図３ｂに対してスライダが異なる位置にあり、カバーが取り外された
状態のスライドドア取付具の上面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　（実施の形態１）
　図１は、たとえば２つのヒンジ１３を介して家具本体１０の側壁に固定されている家具
ドア１１が開いた状態の家具本体１０の概略斜視図である。　
　冷蔵装置２０、たとえば冷蔵庫または冷凍庫が、家具本体１０内に設置されている。　
　冷蔵装置２０は、ここでは閉じられた状態にある装置ドア２１を有する。
【００２４】
　本出願に係るスライドドア取付具が、家具ドア１１の自由縁部１２の領域に設置されて
いる。　
　スライドドア取付具は、家具ドア１１に固定される案内部材３０と、これに対して移動
可能であるとともに案内部材３０により案内されるスライダ４０とを備える。　
　図１ａは、家具ドア１１におけるスライドドア取付具の設置を示すために、設置途中の
状態を図示している。
【００２５】



(7) JP 2015-515564 A 2015.5.28

10

20

30

40

50

　図１ｂは、図１ａのスライドドア取付具の領域を拡大して詳細に示している。　
　案内部材３０は、固定用穴３２を有するカバー３１を有し、この穴を通してスライドド
ア取付具が家具ドア１１にねじ留めされる。　
　案内部材３０は実質的に長方形の底面を有するプレート状に実施されており、これによ
り案内部材３０は家具ドア１１の面に配置される。　
　この底面に対して垂直に、案内部材３０は数ミリメートルから約１０ｍｍの低い設置高
さを有する。
【００２６】
　スライダ４０は、案内部材３０の底面に対して平行に位置合わせされるプッシュロッド
４１を備え、その自由端部にプッシュロッド４１とほぼ垂直である搬送プレート４２が取
り付けられている。　
　搬送プレート４２およびプッシュロッド４１は、相互に強固に接続されているのではな
く、プッシュロッド４１と搬送プレート４２とを接続するピンにより形成されるヒンジに
より接続されている。　
　プッシュロッド４１と搬送プレート４２との間の角度は、ヒンジによりある角度範囲内
で変更されることが可能である。
【００２７】
　図２ａは、図１ａと同様に、家具本体１０内に設置される冷蔵装置２０を示しているが
、ここではスライドドア取付具は完全に設置された状態である。　
　家具ドア１１および装置ドア２１は、ドア１１、２１のヒンジと反対側のそれぞれの旋
回可能な自由縁部１２または２２の領域でスライドドア取付具により相互に連結されてい
る。　
　図示される実施形態では両ドア１１、２１は開いている。　
　冷蔵装置２０の装置ドア２１を支持するヒンジは多くの場合ピンヒンジであるが、この
図では見えないようになっている。
【００２８】
　図２ｂは、図１ｂと同様に、図２ａのスライドドア取付具の領域の詳細を示している。
　
　搬送プレート４２が、装置ドア２１の自由縁部２２上にあり、たとえばねじ接続により
これに接続されていることが明らかである。　
　家具ドア１１または装置ドア２１を開くと、２つのドア１１、２１のそれぞれの自由縁
部１２または２２の相互に対する相対運動が生じ、これにより一方で移動が行われ、他方
では相互に対して２つの縁部１２、２２のわずかな旋回が生じる。　
　２つの縁部１２、２２の相互に対する旋回は、搬送プレート４２のプッシュロッド４１
に対する傾動性により相殺される。　
　縁部１２、２２の相互に対する移動により、スライダ４０の案内部材３０に対する移動
が生じる。　
　したがって、図２ｂではスライダ４０は、図１ａおよび１ｂに見られるその休止位置か
ら外れて案内部材３０内へ押される。　
　このような案内部材３０への動作は、角度をなして突出する搬送プレート４２があるも
のの、カバー３１内の対応する凹部により可能になる。
【００２９】
　図３ａから３ｃは、本出願に係るスライドドア取付具の例示的な実施形態をより詳細に
示している。　
　スライドドア取付具の内部構造を見せるため、これら３つの図においてスライドドア取
付具はカバー３１のない状態で示されている。
【００３０】
　図３ａ、３ｂ、３ｃでは、スライダ４０の案内部材３０に対する位置がそれぞれ異なっ
ている。　
　図３ａは、スライドドア取付具のスライダ４０が休止位置にある状態を示しており、こ
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れは図１ａおよび１ｂでも示されている。　
　図３ｃは、スライダ４０が案内部材３０内に最大限押し込まれているスライダ４０の終
端位置を示している。　
　図３ｂは、図３ａの休止位置と図３ｃの終端位置との間のスライダ４０の中央位置を示
している。
【００３１】
　案内部材３０は、ベースプレート３３を有し、この上に図１ｂおよび２ｂで示されてい
るカバー３１が配置される。　
　したがって、ここでは細長い穴として実施されている固定用穴３２がベースプレート３
３にカバー３１と同じ位置に設けられている。　
　カバー３１はベースプレート３３と係止されることが可能である。　
　設置された状態では、共通の固定ねじで追加的に保持される。　
　ベースプレート３３は、たとえばアルミニウムまたは亜鉛ダイカスト部品またはプラス
チック射出成型部品として一体的に製造可能である。
【００３２】
　ベースプレート３３の長手方向に位置合わせされる案内部３４が、たとえば蟻継ぎまた
はＴ溝式の滑り支承案内として、ベースプレート３３内に設けられる。　
　案内部３４は、ベースプレート３３の横方向に対して中央に配置される。　
　スライダ４０は、案内部３４の形状に適合されるプッシュロッド４１で案内部３４に挿
入される。
【００３３】
　案内部材３０内の搬送体プレート４２に対向する端部でプッシュロッド４１はＴ字状に
ハンマー状の頭部４３に移行する。　
　この頭部４３が、図３ａでのみ示されている減衰装置３５のリフトロッド３６と相互作
用する。　
　減衰装置３５はたとえば、空気または流体減衰装置であることが可能である。　
　ここでは、４つの減衰装置３５が設けられており、これらはそれぞれ２つの組になって
案内部３４に隣接して対称的に配置される。　
　基本的には、それ以外の数の減衰装置３５を設けることも可能である。　
　相互に隣接して配置される複数の減衰装置３５は、スライドドア取付具の構造上の高さ
が低くても、十分な大きさの減衰効果が得られるという長所を有する。
【００３４】
　図示される実施形態では、直線的に作動する公知のシリンダダンパが減衰装置３５とし
て使用される。　
　そのリフトロッド３６はわずかにばね荷重を受けて頭部４３を押圧して、頭部が図示さ
れる休止位置から終端位置の方向へ（図面では左方向へ）減衰作動なしで移動可能になる
。　
　休止位置への逆方向の動きの際は、減衰装置３５の減衰作動は、頭部４３がリフトロッ
ド３６の自由端部に当たると開始する。　
　ここで図示される実施形態では、リフトロッド３６のストロークは、スライダ４０の休
止位置と終端位置との間の移動距離より小さい。　
　したがって、減衰は全体の距離に渡って行われるのではなく、リフトロッド３６のスト
ロークにより画定される、休止位置の前の部分でのみ行われる。
【００３５】
　案内部３４内には、一定量の遊びが設けられることが可能であり、これはベースプレー
ト３３の縁領域に向かって徐々に大きくなる。　
　こうして、プッシュロッド４１は案内方向に対して垂直、またベースプレートに対して
平行の方向に遊びを得る。　
　家具ドア１１および装置ドア２１の回転または旋回軸が相互に正確に平行に延伸してい
ない場合、これはドア１１、２１の旋回時に、装置ドア２１の縁部２２がその高さにおい
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て家具ドア１１の縁部１２に対してずれることとなる。　
　このような動作は、上述のプッシュロッド４１の遊びにより相殺されることが可能であ
る。
【００３６】
　さらに、ここではフック状の湾曲部３７として設けられる２つの制御部材がベースプレ
ート３３内に組み込まれる。　
　各制御部材内で搬送体３８が移動する。　
　搬送体３８は、相互に対向している凹部を有し、この中にスライダ４０の頭部４３がそ
の延長部で係合する。　
　以下この部分は始動部材４４と称する。　
　また、ここではばね３９として実施されている蓄力器が各搬送体３８に割り当てられる
。　
　ばね３９は引張ばねとして構成されており、一方の端部で搬送体３８に固定され、他方
の端部ではベースプレート３３の固定点に固定され、これによりスライダ４０が始動部材
４４および搬送体３８によって休止位置へ引っ張られる。　
　ここでは、ばね３９は休止位置で予荷重をかけられることが可能である。
【００３７】
　図３ｂは、ドア１１、２１の約５０°の開放角度に相当するスライダ４０の位置でのス
ライドドア取付部を示している。　
　開放角度０°はドア１１、２１の閉鎖された状態、ならびに約９０°の開放角度はドア
１１、２１が直角に開かれた状態である。
【００３８】
　図３ｂでは、ダンパ３５のリフトロッド３６がすでに完全に延伸しており頭部４３を押
圧していないことが見られる。　
　他方で、搬送体３８の案内頭部がフック状湾曲部の端部にほぼ達しており、図面では始
動部材４４と協働する受容開口部の左端が、始動部材４４とはもう係合していない程度に
相互から離間したことも見ることができる。　
　したがって、引張ばね３９がさらに荷重を受けることなく、スライダ４０が終端位置の
方向へさらに移動することが可能である。
【００３９】
　フック状湾曲部３７の形状、また搬送体３８のカンチレバーアームにおけるばね３９の
力がかかる個所によって、このアームはフック状湾曲部３７の端部内に留まる。　
　これは、スライダ４０が終端位置にある、図３ｃに示されている。
【００４０】
　スライドドア取付具の使用時には、必ずしもこの終端位置に達するわけではない。　
　しかし、スライドドア取付具は、その移動距離によって家具ドア１１および装置ドア２
１の所望の最大開放角度が得られるように寸法決めされなくてならない。　
　ドア１１、２１の最大開放角度は、スライドドア取付具の終端位置により画定されるこ
とが考えられる。　
　しかし、最大開放位置は、家具本体１０のヒンジ１３または冷蔵装置のヒンジにより定
められることも可能である。
【００４１】
　ドア１１、２１の閉鎖作動の際には、スライダ４０はまず休止位置の方向へ（図３ａか
ら３ｃでは右へ）移動する。　
　図３ｂに示される中央位置を通過する際、搬送体３８はまずフック状湾曲部３７の端部
位置から出るように移動し、その際ばね３９の引張力が搬送体３８およびスライダ４０に
加わり、ドア１１、２１の自動閉鎖機能が提供される。　
　さらに閉鎖される際には、頭部４３が減衰装置３５のリフトロッド３６の端部上に配置
され、これにより冷蔵装置の休止位置まで減衰されて閉鎖が行われる。
【００４２】
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　（実施の形態２）
　スライドドア取付具の別の実施形態では、家具ドア１１または装置ドア２１の閉鎖時の
減衰機能に加えて、ドア１１、２１の最大開放角度への移動時に減衰させることも考えら
れる。　
　この目的のため、１つまたは複数のさらなる減衰装置が、案内部材３０内で減衰装置３
５に加えてベースプレート３３の対向する端部領域に配置可能であり、ここに頭部４３が
終端位置への移動時に当たる。　
　このさらなる減衰装置もたとえば空気または流体減衰装置として実施されることが可能
である。　
　さらなる減衰装置でドア１１、２１の最大開放角度への移動時に減衰される距離が極め
て小さい可能性もあるため、さらなる減衰装置は柔軟性を有する部材として実施されるこ
とも可能である。
【００４３】
　（実施の形態３）
　スライドドア取付具の別の実施形態では、図３ａから３ｃに示される直線的に作動する
減衰装置３５が、１つまたは複数の回転ダンパとして設けられることも可能である。　
　この目的のため、プッシュロッド４１はたとえば歯付ロッドとして実施可能である。　
　プッシュロッド４１の歯車の歯と協働する歯車が取り付けられる回転ダンパは、ベース
プレート３３内に配置される。　
　この場合、休止位置の領域内の所定の移動距離でのみ減衰が行われるよう、歯はプッシ
ュロッド４１に部分的にのみ設けられていることが考えられる。
【００４４】
　（実施の形態４）
　スライドドア取付具のさらに別の実施形態では、プッシュロッド４１の長さが、搬送プ
レート４２が案内部材３０の底面外に配置されており、スライダ４０の移動経路全体に渡
ってベースプレート３３の上には直接配置されないよう、十分な長さに実施されることが
可能である。　
　カバー３１はしたがって、上側に切欠きを有する必要がなく、側部にプッシュロッド用
の凹部があればよい。　
　この実施形態では、案内部材３０は、家具ドア１１と装置ドア２１との間に完全に隠さ
れて設置されることができ、ドア１１、２１の開放時にも見えなくなっている。　
　さらにプッシュロッド４１が、わずかに柔軟性を有するよう構成されていると、開放動
作の際の２つのドア１１、２１の縁部１２または２２の相互に対する旋回が、長く柔軟な
プッシュロッド４１により相殺されるため、搬送プレート４２のプッシュロッド４１に対
する旋回性は省略することができる。　
　すると搬送プレート４２はプッシュロッド４１と一体的に、たとえばプラスチック射出
成型部品として実施されることが可能である。
【００４５】
　（実施の形態５）
　スライドドア取付具のさらに別の実施形態では、少なくとも１つの減衰装置３５の減衰
作動の調節を可能にする調節装置が備えられることが可能である。　
　減衰装置３５が空気または流体減衰装置として実施されている場合、減衰作動の調節は
、たとえばスロットルねじを使用して公知の方法で行われることが可能である。　
　この調節装置により、たとえば協働するドア１１、２１の閉鎖および／または開放速度
を調節することが可能である。　
　これは、既存のビルトイン式の家庭用装置と家具本体ドアに後付けする際に必要となり
得る。
【００４６】
　（実施の形態６）
　スライドドア取付具のさらに別の実施形態では、少なくとも１つの減衰装置３５に作用
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する蓄力器、すなわちたとえばばね３９の閉鎖および／または開放の力が調節可能である
ことによって、閉鎖および／または開放速度の調節を可能にする調節装置が設けられるこ
とが可能である。　
　これはたとえば、調節ねじまたはウォームギアによるばね３９の長さ調整により行われ
ることが可能である。　
　たとえば蓄力器がコイルばねとして実施されている場合、力の変更のために、調節装置
によりコイルばねをより多くまたはより少なく巻き上げることが可能である。
【００４７】
　（実施の形態７）
　スライドドア取付具のさらに別の実施形態では、少なくとも１つの減衰装置３５の減衰
作動が開始する閉鎖および／または開放角度が変更できる調節装置が設けられることが可
能である。　
　図示される実施形態では、細長い穴として構成される固定用穴３２が、この種の簡単な
調節装置として示されている。　
　スライドドア取付具がドアの１つに固定的にねじ締めされた後に作動可能である調節装
置も考えられる。　
　たとえば、少なくとも１つの減衰装置が、ウォームギアまたは調節ねじにより対応位置
に移動されることが考えられる。　
　選択的にまたは追加で、少なくとも１つの減衰装置３５を始動させる手段、たとえばス
ライダ４０の頭部４３の減衰装置３５に対する相対位置がスライドドア取付具内において
変更されることが考えられる。　
　この目的のため、たとえば少なくとも１つの減衰装置３５は、スライドドア取付具内で
案内部材３０に対して移動可能であるよう設置されることが可能であり、これによりスラ
イダ４０の頭部４３が、スライダ４０の様々な位置で減衰装置３５のリフトロッド３６の
端部に配置される。
【００４８】
　上述の調節装置は、スライドドア取付具の少なくとも１つの調節範囲に作用する。　
　この調節範囲は、実施形態に応じて、特には、能動的な減衰作動の場合は連結されるド
アの閉鎖および／または開放速度、および／または調節可能な閉鎖および／または開放角
度からの減衰作動の開始時期である。
【００４９】
　ここでは冷蔵装置に関連してスライドドア取付具の説明をしたが、家具ドアを有する家
具本体内に設置され、個別の装置ドアを有するその他のビルトイン式の家庭用装置にも使
用可能であることは自明である。
【符号の説明】
【００５０】
　１０　家具本体
　１１　家具ドア
　１２　家具ドアの自由縁部
　１３　ヒンジ
　２０　冷蔵装置
　２１　装置ドア
　２２　装置ドアの自由縁部
　３０　案内部材
　３１　カバー
　３２　固定用穴
　３３　ベースプレート
　３４　案内部
　３５　減衰装置
　３６　リフトロッド
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　３７　フック状湾曲部
　３８　搬送体
　３９　ばね
　４０　スライダ
　４１　プッシュロッド
　４２　搬送プレート
　４３　頭部
　４４　始動部材

【図１ａ】 【図１ｂ】
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【図２ａ】 【図２ｂ】

【図３ａ】 【図３ｂ】
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【図３ｃ】
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